
№ ロゴマーク 作成理由（デザインの説明、背景、思い）

1

「すみなか」の「す」を４５度左向きにして描きまし

た。その「X」部分でスカイツリーのトラス構造とそ

こから望む富士山、両国国技館の吊り天井をイメージ

させ墨田区を強調してあります。また丸で「真ん中」

とし、「すみだ共生社会推進センター」の意、そして

「仲間」は「丸(＝良い)」として表しました。

名称は「すみなか」の「なか」を意とする丸を基調に

してあります。

2
人の寄り添いと、グータッチをイメージした図案で共

生の願いを込めたものです。

3
わかりやすいロゴマークがいいなと思い、かき

ました。

4

ひらがな４文字が『すみなか」という一つの文字に見

えるようデザインした。

個人個人・国も差別や偏見のない人間という一つの

種であるという想いを表現できたらと思います。

「ロゴマーク」応募一覧（LoGOフォームによる応募（応募順））



№ ロゴマーク 作成理由（デザインの説明、背景、思い）

5

すのぽこぽこした形は課題意識の強く解決へ進

んでいく墨田区を表現し、すみなかの文字はあ

えてフォントを使用せず、手書きで書くことに

よって親しみやすさを表現しました。

またなかは仲間という意味で一人のいいねから

男女平等の輪が広がりいいねのハードルが下

がっていいねの輪が広がっていくことを祈って

なかの周りに広がっていく輪を入れました。

6

コンセプト：共に羽ばたく、新しい共生

- 人のシルエットを「す」に見立てる

- 人型を組み合わせることで、性別や立場を超えた協調と調和

を表現

- 翼のようなシンボルで飛躍と可能性、包み込む優しさをイ

メージ

青:隅田川の流れ/信頼性と透明性

紅:桜/優しさと思いやり、広がり

紫:性別の二分化を超えた、多様な価値観

- 多様性と尊重、調和

- 共生社会

- 地域のアイデンティティ

- 新しい価値

7

性別、姿、かたちに関わらず「手を取り合って

多様性を実現していく」ことをこのロゴマーク

の想いとし、「色と形が異なる3人が笑顔で手

を重ねている」様子を描きました。

8

どんな人でも笑顔になれる場所、いつでも全て

の人が利用できる場所を表現しています。

・黄色と緑は性別を感じにくい色を選びまし

た。 ・4つの仕切りはセンターの部屋を表して

います。 ・笑顔は利用者が笑顔になれますよう

にという想いを表現しました。



№ ロゴマーク 作成理由（デザインの説明、背景、思い）

9

ロゴマーク作成にあたり、

①「下町人情」

②「墨田の技術」

③「墨田の自然・安らぎ」

をキーワードを軸に様々な人たちが「心が躍り、楽

しい仲間に会える場所」というイメージでマークデザ

インを考えてみました。

10

墨田区の形のキャラクター「すみみん（墨民）」は、

全ての人が平等に暮らせるように願う墨田区民の想

いから生まれた妖精です。

優しい社会になるように願っています。

※事務局注　応募要件を満たしていません。

　　　　　　すみなかの文字がない。

11

すみだの「す」を髷風のフォントで作成。その周りを

男女共同参画（三角△）で囲い、下部に「共生、調

和」を表す英文を入れたデザインです。 また、マー

クの中に♂と♀の記号も忍ばせてあります。

12

墨田区の文化や自然、多様性を取り入れたデザインで

す。青い雫は隅田川を象徴し、川が地域に潤いを与

える存在を表現しています。ピンクの桜の花は、春に

隅田川公園を彩る桜並木をイメージし、豊かな自然や

季節感を表現しました。また、伝統文化「相撲」を

背景に、男女平等や多様性を尊重する価値観をテーマ

に込め、このデザインは地域の誇りと誰もが受け入れ

られる温かいコミュニティの象徴を目指しています。

「ロゴマーク」応募一覧（LoGOフォームによる応募（応募順））



13

互いに手を取り合って、心や気持ち溢れる社会に…厳

しい時代だけど忘れがちな自然の美しさや人の温か

い気持ちを大切にしたい…と言う想いを込めまし

た。


